
進んでいます　いわきの復興 ⑰進んでいます　いわきの復興 ⑰
小名浜港と市街地が直結～都市計画道路「平磐城線」が供用開始に（９/12）～

　同路線は、平地区と小名浜地区を連絡する
重要幹線道路であり、小名浜港背後地震災復
興土地区画整理事業において、小名浜港と市
街地が一体となった、まちづくりを実現する
ために整備するものです。
　また、今回の供用開始は、片側１車線と右
折レーンの３車線での暫定供用となりますが、
今後は、片側２車線と右折レーンの５車線で
の本供用を目指して、工事を進めていきます。
▶延長　約160メートル
▶幅員　今回の暫定供用＝約10メートル（本
　供用＝約30メートル）

小名浜港背後地震災復興土地区画整理事業位
置図

同路線の整備後（本年９月撮影）同路線の整備前（昨年８月撮影）

供用箇所

アクアマリンふくしま
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　市長に就任して、９月28日で２年となりま
した。東日本大震災・原発事故を経験した本
市にとって、市民の皆さんの安全・安心が最
優先課題と考え、これまでさまざまな施策を
講じています。
　一つには、自主防災力を高めるため、本年
度から防災士養成講座を実施し、86人の防災
士が新たに誕生しました。今後も、市内の
424の自主防災組織全てに配置できるよう、

継続実施していく予定です。
　二つには、９月２日、国の放射線医学総合
研究所のいわき出張所が、内郷支所に開設さ
れました。これは、放射線が人体や環境に与
える影響を心配する「放医研を誘致する会」
の皆さんの、署名や国等への要望活動が大き
な力となり、具体的になったものです。
　三つには、９月24日、新潟市との間で災害
時相互応援協定を締結しました。これは、太
平洋岸に位置する本市と日本海岸に位置する
新潟市が、大規模災害に同時に被災する可能
性が低く、かつ、磐越自動車道でつながる雄
都として、互いに連携するメリットが大きい
と判断したことによるものです。
　今後とも、安全・安心な「いわき市」を
創ってまいります。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

市民の皆さんの
　安全・安心が最優先！
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　平
成
二
十
七
年
市
政
功
労
者
に
、
安
瀬
正
一
さ
ん
な
ど
四
十
七

人
・
二
団
体
の
方
々
を
決
定
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
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化
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産
業
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労

社
会
福
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労

船員関係
▷鈴木一彦62＝小名浜岡小名
▷堀越儀勝65＝鹿島町船戸
▷吉田忠正72＝若葉台
　多年にわたり、船員として職務に精
励したことが評価されました。
※年齢は7月20日現在、50音順・敬称
　略。
海をきれいにするための一般協力者
▷四倉地区保健委員会
　四倉海岸において、多年にわたり清
掃活動を行い、海岸の環境美化に貢献
してきたことが評価されました。

平成27年「海の日」海事関係功労者
国土交通大臣表彰

平
成
27
年
市
政
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表
彰

平
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彰


